
 

2022年度 

JA遠州中央ときめき保育園 自己評価総括表

地域社会における保育施設として、その運営や保育内容について、自らの保育実践を振り返り、自己評価

を行いましたので、その結果を以下の通り公表いたします。 

また、本自己評価の結果を踏まえ、今後も更なる専門性の向上や保育実践の改善に努め、より一層質の高

い保育の実践を目指してまいります。 

 

評価方法 

保育士等（全職

員）の自己評価 

評価期間 2023年 1月 1日（日）～1月 31日（火） 

実施方法 全職員に自己評価について趣旨を説明し自己評価を実施した。 

保育施設の評価 

評価日 2023年3月7日（火） 

実施方法 
話し合いにより職場全体で共有し、保育施設の課題を明確化し、改善策を

検討した。 

 

項目ごとの評価 

保育理念 

・子どもたちの「こうしたい」という思いや、「なんでだろう」という興味関心を

大切に受け止めることで、のびのびと自分を表現できるよう保育に取り組んだ。 

・保育理念に則り、遊びを通して学べる環境作りに努めた。 

子どもの発達援助 

・少人数ごとでの活動を効果的に取り入れ、個々の発達、発育段階に応じた援助が

できるようにした。 

・保育者間で子どもの発達や関わり方の共有を充実させ、よりよい保育実践を目指

したい。 

保護者に対する支援 

・送迎時のコミュニケーションを大切に、保護者の抱えている子育ての悩みや不安

に寄り添い、共感するよう意識した。また、園での子どもの成長や頑張りを伝

え、共に喜ぶことで、安心して預けていただけるよう努めた。 

保育を支える組織的基盤 

・園内外での研修に積極的に参加し、研修で学んだことを日々の保育実践に取り入

れることで、個々のスキルアップと保育の質の向上に繋げた。 

・職員会議や園内研修では、活発な話し合いができるよう、風通しのよい雰囲気を

大切にした。 

 

総評 

常に子どもの最善の利益を第一に考え、一人ひとりの思いを大切に汲み取ることで、情緒が安定するよう

保育をした。年間を通して、保育環境の整備に力を入れ、日々の子どもの姿や発達に応じ、物の配置や保

育者の動きを柔軟に変え、子ども達がのびのびと過ごせるようにした。次年度も引き続き子どもの人権を

守りながら、子どもにとって保育園が第二の家庭、安心安全の基地となるよう保育に取り組んでいきた

い。 
 


